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１．はじめに  

 2017 年 3 月に告示された新学習指導要領の小学校算

数，中学校数学において，統計教育の一層の充実が図

られた．小学校，中学校，高等学校を通して「データ

活用」領域として，系統的な統計の指導が行われるよ

うに，カリキュラムが見直された．また，文科省（文

科省 2017）は，小，中，高を通して，生徒に「統計的

な問題解決の方法を身に付け，データに基づいて的確

に判断し批判的に考察することができるようにする必

要がある．」とし，「データ活用」領域での資質・能

力の育成とその必要性を述べている． 

 一方で，統計を教える教師や将来教員を志望する学

生の資質・能力をあげるための方策についても重要に

なってくる．しかし，統計的思考力や協働学習での教

師の対応，生徒の知識活用や判断の捉え方，その評価

等については，実践的な教材等が不足している（高橋

・西仲他 2018）． 

 そこで，筆者らは，授業での発言や行動を重視し，

生徒が協働的に統計を活用して，問題解決を行う授業

場面を設定したマンガ教師教材を開発した．本稿では

開発した教材とそれを用いた授業構成について述べ

る． 

  
２．マンガケースメソッド  
① 教師教材の開発の背景 

平成 28 年に出された中央教育審議会答申では，自立

的・協働的な問題解決指導の重要性と必要性が指摘さ

れている．これを受けて，平成 29 年告示の学習指導要

領より，「主体的・対話的で深い学び」を重視した授

業改善が示され，協働的な活動を取り入れた学習が一

層重視されている（文部科学省 2017）． 

このようなことから，統計教育にも、生徒の協働解

決を行うことが，ますます重要視されている． 

 一方で、これを指導する立場の教師への支援も重要

であると考える。 

教師は授業の中で、生徒の反応を見ながら指導をし

ないといけない。特に、今回の改訂から、授業中の生

徒の「行動」の中から、「生徒が適切な統計的な知識

を活用しているか」、「統計的問題解決を行っている

か」、「協働に活動を行っているか」、「適切な判断

を行っているか」、「表現はできているか、それは適

切であるか」などを判断し、評価して、指導に反映さ

せていくことが求められている。 

しかし、これらを習得するのは、従来経験という言

葉で片づけられてきた。実践の場では、毎年同じ学年

を指導することは限られているので、多くの場合、間

違っていることに気づくこともないままキャリアを積

むこともある。これは、統計教育についても、これか

らの次世代についても非常に大きな問題である。 

我々は、この問題に対して、簡易で、授業を疑似体

験する感覚になる教材作りを通して、教師の資質・能

力の育成を図ることができないかと考えた。 

 
② SIT(Situated Intelligence Training)の活用 

授業の場面では，教師は，目の前で起こっているこ

とを把握しながら，学習内容やその方法，教育的課題

について話したり，板書をしたりしている．このとき，

教師は，教育に関する知識，統計に関する知識，生徒

数学に関する認知についての知識（Fennema 1992）等

を瞬時に思い出し，使い分けながら授業を行っている． 

これらの知識は，大学や自分の経験，研修等を通し

て得られた知識で，それぞれが別々の観点で語られて，

断片的な知識であるともいえる．  

また，教師は目の前で起こっていることを把握，評

価をしている．だからこそ，生徒の進度に合わせた授

業ができるのである．これを行うためには，生徒の発

言だけでなく，顔の表情，雰囲気や行動といった全体

的な観察が必要で，それを瞬時に学級全体に行ってい



る．すなわち，観察力が必要になってくる． 

これらの観察力や知識の活用については，授業の中

でしか教師は体験できない．また，学生は少ない時間

の模擬授業しかなく，指導の時間も限られている． 

このため 簡易で，全体的に学びが行われる教育方

法の開発が必要であると考える．そこで、吉川(2007)が

開発し SIT(Situated Intelligence Training)を用いること

を検討した． 

SIT はビジネス場面での意思決定を想定した作られ

たものである．これは，すでにもっている知識を適用

するという“文脈適用力”や，あるいはある知識をき

っかけに考え出すこと，さらにはそもそもの状況を的

確に把握しどのような問題であるかを考える“ 状況判

断”の育成を想定して作られた教材と教授法を一体化

した呼称である（吉川 2007）． 

SIT は正しい知識を教えると言うよりは，すでに学

習者がもっている知識をどの場面でどのように使うの

かということを見つけ出していく教育方法である（吉

川 2007）．物語で表現されるストーリー（ナラティブ

・アプローチ）の中にさまざまな課題が埋め込まれて

いるマンガ教材を基にして，ケースメソッドの手法を

用いた教育方法である． 

文脈適用力や状況判断の育成は，先に見た授業にお

ける教師の知識の活用，観察力に相当する．このよう

なことから，SIT を統計教育用の教師教育用に適用で

きると考えた． 

③ マンガ型教師教材とは 

マンガ型教師教材とは，SIT で用いられるマンガで

描かれたケース教材のことをさす． 

SIT では，マンガを用いる事が一つの特徴であるが，

マンガは一般的なマンガとは違う．一般的に統計の知

識やその使い方についてのマンガは，正しい事が描か

れている．しかし，マンガ教師教材では，状況の中に

課題を埋め込むため，全てのコマが正しい事を示して

いるわけではなく、また、わかりやすく書かれている

わけでもない．例えば，図 1 では，ヒストグラムを作

ろうという後で，ドットプロットが描かれており，そ

の目盛りもバラバラになっている．一見見過ごすコマ

である（わかりにくい）が，「目盛りを等間隔にうつ」，

「ヒストグラム，ドットプロットとは何か、どのよう

な状況の場合に適切に使うツールなのか」ということ

を，学習者の気づきかせる仕掛けになっている． 

 マンガである理由として，折田・吉川は，「マン

ガは描画に意図的に情報を強調する，もしくは秘匿す 

     図 1 １話のコマ 31 の描写 

るという表現が可能である．」とする．そして，教材

を作る側の視点としてのマンガの特徴を，次のように

あげている（折田・吉川 2010）． 
・文章と比較した場合，描画による表現は状況を明示的に 

記述または説明することなく，読者の観点からの気づきお 

よび理解を促すことができる点である． 

・写真と比較した場合，描画による表現は，強調や秘匿に 

よって，読み取られるべき情報を埋め込むことができる点 

である． 

学習者の観点から見ると，文章や図だけより，マン

ガの方が読みやすいという点があげられる．また，マ

ンガの登場人物に感情移入がしやすく，学習者の没入

感が高まる（高橋, 2016）と同時に，実際に存在する人

を対象としていないため，批判的な意見を出しやすい

点もあげられる． 

 
３．統計的問題解決のためのマンガ型教師教材「赤川

先生と１年 A組」 
 この章では開発した教材について説明する。 
① 教師教材の作成の目的 

 本教材の目的は，統計の授業の場面に対して、自ら

の知識を活用して、問題解決に取り組み、統計の授業

や協働的問題解決解決の授業での指導上の留意点、問

題点について気づき、考える中で、実践的な資質・能

力を育成することである。 

そのために，まず，新中学校学習指導要領数学の「デ

ータの活用」領域の目標（文部科学省 2017）を基にし

て，次の a～ｄの４つの知識を深めることを考えた． 

a.統計の考え方への知識（統計的知識） 

 b.統計的問題解決過程に対する知識 

 c.批判的な思考に対する知識 

  d.協働学習についての知識   

a は統計の知識や技術だけでなく，代表値やその方

法を選択するのはなぜなのかまでの考えや，生徒の素

朴な考えを活かすことができるか，それを価値あるも

のと判断ができるまでを含めての知識である． 

b は，PPDAC のような形式や，それをどういうとき

に使うのかや，判断を行うときには基準を決めること

の必要性などについての知識である． 



c は，問題に対して扱うデータの妥当性，それを処理

する統計的手法，グラフ，代表値の妥当性，解析の結

果から結論が論理的に導かれているか等についての知

識である． 

d は，上記 3 つとは異なり，教授・学習方法につい

ての知識で，生徒の協働学習を如何に支援できるかに

ついてである．  

②  マンガ教師教材の構成 

 マンガ教師教材は１つの教室で７つの班が活動を行

っているという状況を基にして描いている．また、そ

れぞれの班の行動は、一見正しく見えるが、実は多く

の問題があるようになっている。 

それぞれのマンガの構造は，「教師の問題提示場面

（図１参照）」，「生徒の協働的問題解決解決の場面」，

「発表の場面」，「発表後の評価の場面」の４つの場

面で分けてある．このうち，「教師の問題提示場面」

と「発表後の評価の場面」については各班で共通とし

ている． 

「教師の問題提示場面」では，異数の 2群の比較を

行う課題を提示するが，「よい」という曖昧な言葉で

生徒に判断を求める．教師が判断基準を示すのか，生

徒達に判断基準を作らせて判断させるのか，どちらに

しても，教師の指示に問題があるように作られている．

統計的問題解決に関する知識が問われる所である。ま

た、２校のデータの属性が示されていない点から統計

的知識が問われる所でもある。 

「発表後の評価の場面」では，７話全てにおいて，

教師は，「ありがとう．何か質問はないですか？では， 

次の班に出てきてもらいます．発表してくれた○○さ

んと△△くんに拍手ご苦労様」という反応を示す．班

の発表についての講評や改善点についての言及がない

．学習者が「赤川先生の指導がない」事に気づき，ど 

図１ 教師の問題提示場面 

表１ 班毎の統計的知識の活用について 

班 統計的知識の活用 
１ 平均，中央，最頻，度数分布表，ヒストグラム 

２ 最⼤，最⼩，累積度数 

３ 平均，中央，最頻値 

４ ヒストグラム，相対度数，累積相対度数 

５ 箱ひげ図 

６ 相対度数，累積相対度数，度数分布表（相対度数分
布表），最⼩値，最⼤値 

７ 相対度数，相対度数分布表，最頻値の⽐較 

表２ 各班の問題解決と基準の設定について 

班 問題解決と基準の設定 
 
１ 

・平均を求めることからはじまる           
・基準はない 
・基準がないので，代表値の多数決 

 
 
２ 

・いいということは何を⽐較していいかということ
を決めよう                    
・優勝という⽬的を決められている 
・最⼤値という⼿法が選べている 
他の⽣徒・基準が決められていない 

 
 
３ 

・データから B 中の最⼤値が⼤きい 
・最初はだれかが最も遠くへという基準があった                  
・途中の教師の介⼊で，基準が崩れた  
・最終的に基準がないので，代表値の多数決 

 
４ 

・グラフを描くことを提案   
・事前の基準はない しかし，基準の設定は議論を
⾏う．22ｍ以上では相対度数が同じになる． 
・差が出たところ（25ｍ以上）を基準としている 

５ ・グラフを描くところからはじめる）            
・基準はない 

 
６ 

・教師の「⽣徒の⼈数が違うことを意識すること」
という発⾔から相対度数   
・基準はない 

７ ・結果を⽐べる 
・基準が各データの勝ち負け⽐較での勝数 

表３ 班毎のおとなしい生徒と教師の介入の有無 

教師介入 生徒有り 生徒無し 
有り 3  
無し 1，2 4，5，6，7 

う指導するかを考える場面である． 

「生徒の協働的問題解決解決の場面」には，「統計 

的知識の活用の視点」，「問題解決と基準の設定につ

いての視点」，「協働的な学びの視点」の３つを設け



ている．これらは，３．①で示したa，b，dに対応し

ている． 

「統計的知識の活用の視点」では，各班が用いてい

る統計的知識（代表値，グラフ，表，考え方）を整理

している（表１参照）． 

「問題解決と基準の設定についての視点」では，次

の３つを構成要素としている． 

・問題解決の最初はどのように行っているか 

・教師の介入がある場合の問題解決への影響 

・判断を行うための基準を示し，それに基づいた判  

断を行っているか 

この３つの有無により各班の問題解決活動を描き分け

ている（表２参照）．これにより，同じデータを用い

て解析しているのに，各班で違った結論を導くという

授業を作っている． 

「協働的な学びの視点」では，協働学習に入り込め

ていないおとなしい生徒の描画（溝上 2018）のあるな

しと，それへの教師の介入（対応）がするかしかいか

で，分けている（表３参照）．ここでは、教師の介入

がないということから、教師が他の班の指導を行って

いるのか、全く関与していないと 

「発表の場面」では，まとまっていない発表，代表

値の多数決問題など，それぞれに異なった発表内容が

盛り込まれている．また，発表においては，数値を用

いての発表と用いずに多い，少ないなどの曖昧な言い

方をした発表の２種類に分けている．  

③  マンガ教師教材を用いた研修例  

マンガ教師教材を用いた研修・授業を行う一例につ

いて述べる（表４参照）．班は４～５人で行う． 

まず、マンガ教材を読んで，学習者の気づきを促す

ために，まず個人で読む。気づいた点，共感する点な

どをマンガ教材に書き，それを基に班でのミニ発表会

を行う． 

 コマ毎に気づいた点や，共感した点を出し合ってい

く．この段階で，自分では気づけなかった点について

，ワークシートに記入をする．班毎での学びを整理し

て，再度個人での見直しを行う． 

この行為により，学習者が客観的に振り返りったり，

他者の意見を参考に,マンガの中の状況において，自

分の判断は適切だったか，これからの実践にどのよう

に活かしていくかを自省することを目的とする． 

 

４．おわりに 

本稿では，統計教育，特に中学校における2群の比 

表４ マンガ教師教材を用いた研修例 

較課題についての教師教材について，SITを基にして

その構成と教育法について述べてきた． 

本マンガ教師教材では，問いを変えることで，中学

生の批判的な思考を育成するための教材としても使え

ると考える．既に，中学３年生での実践も終えている． 

今後は，マンガ教材を用いた教育の効果に対する評価

方法を確立することが課題である． 
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活動形態 設問 

 5分 マンガケース教材を配布          

個人 

 20分 

設問1「マンガを読んで，赤川先生の台詞，行動

を修正してください．共感するところは，台詞や

コマに「台，共」と書いて下さい．抜き出してそ

の理由も書いて下さい．」        

班 

 35分 

設問2「班ごとで気づいた点について話し合い，

セリフを修正したり行動を修正したりしてくださ

い．」                 

班 設問3班ごとの気づきからの学びの整理   ５分 

個人 

20分 

設問4「再度，マンガを読んで，話し合いの結果

や他の班の意見を聞いて，更に赤川先生のセリフ

や行動の修正をマンガに書き込んで下さい．」  

個人 設問5 授業の感想 


